
テーマ：防災意識の高揚   対象：地域住民    主催： 今津交流館 

F-⑤防災セミナー 

 

地域を学ぶ ○ 地域でつながる ○ 地域に還す ○ 

 

１ 学習プログラムの展開 

日 程 場 所 学習・活動内容 

７月 28日（水） 

13:30～15:00 
今津交流館 

○防災セミナー第 1 回家庭防災編～高める防災意識～ 
 福山市のハザードマップの見方を学習し，災害が起
こる前にやっておくことについて情報を共有する。 

10 月 13日（水） 

13:30～15:00 
今津交流館 

○防災セミナー 第２回 ～非常食の体験会～ 
 防災グッズや非常食など，いざという時のために備
えておくとよい物について，実物を見ながら確認する。 
 非常食の試食も行う。 

10 月 20日（水） 

13:30～15:00 
今津交流館 

○防災セミナー 第３回 災害時のスマホ活用術 
 スマートフォンアプリを活用した災害情報の入手方
法や災害時のアプリの活用方法について，実際に操作
しながら学習する。 

10 月 22日（金） 

19:30～20:30 
今津交流館 

○防災セミナーパート２ 第１回 防災の基本「自分の命は自分で守る」 
 マイタイムラインを活用した普段からの災害時への
備えや地域の防災体制について学習する。 

10 月 29日（金） 

19:30～20:30 
今津交流館 

○防災セミナーパート２ 第２回 防災情報の入手方法 
 災害が起こる前の情報収集の仕方やスマートフォン
の活用について学習する。 

11 月 28日（日） 

9:00～10:00 
自治会毎 

○防災訓練 
 これまでの学習をもとにして，自治会ごとのフィー
ルドワークを実施。「防災マップ」を活用し，身近な地
域の危険個所の情報共有をする。 
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写真３ 

対 象 地域住民 

経 費 参加費無料，報償費 16,780円（8,390 円×２） 

連携先 
今津まちづくり推進委員会，西部生活学校，BCC スマートフォン＆タブレッ

ト教室，府中消防署 

 

問
合
せ
先 

福山市今津交流館 

〒729-0111 福山市今津町六丁目 2 番 38 号 

電話：084-934-2205 



２ 講座設定の理由（学習の目的） 

○地域の防災意識が低く，防災組織も名ばかりで機能していない現状がある。そのため，

身近な家庭・地域で役立つ情報やツールについて学習したり，地域の防災体制について

学習したりすることを通して，地域の防災力を高め，実践に備える。 

 

３ 学習目標 

○災害が起こる前や災害時にどういう風に行動するとよいかについて知る。 

○災害が起こった時のことを想定し，防災グッズや非常食を備えることができる。 

○家庭や地域の防災について学習することで，いざという時のために備えようという意識

が高まる。 

 

４ 事前に必要な知識や準備物 

○各回で使用する防災グッズ等（簡易トイレ，非常食，マイタイムライン，防災マップ等） 

○実施までに地域の危険個所をある程度把握しておく。 

 

５ 留意点 

○講師や団体（防災に関わる団体，各自治会）との連携を行う。 

○公民館等のサークルの参加者にボランティアとして参加してもらったり市町職員に講師

として参加してもらったりすることで，報償費等の経費が抑えられるように内容や構成

を検討する。 

 

６ 成 果 

○地域課題である「防災」をテーマにスマートフォンを活用した防災情報の集め方や防災

研修会など実践に役立つ情報を提供し，今津独自の“今津防災マップ”を作製すること

ができた。  

○11 月の「防災訓練」では積み重ねた研修を実践する形で各自治会で取り組むことがで

きた。 

○“今津防災マップ”を活用して身近な地域の実態を把握し具体的な地域の危険個所に気

づき，情報を共有することができた。 

 

７ 課 題 

○コロナ禍で，防災訓練が各地域での実施にとどまり，地域全体としての防災意識の活性

化にまではつながらなかった。 

○たくさんの参加があり防災についての関心はあるが，主体的な活動にまでは高まってい

なかった。 

 

８ 今後に向けて 

○今後も継続して防災意識の活性化に取り組み，住民の防災意識を高めていきたい。 

○地域住民が受け身にならず，主体的な活動になるように，他の公民館等施設の好事例を

参考にしながら改善していく。 

○要援助者への対応を含めた防災セミナーになるよう，学習内容を検討する。 

 


